
 



令和 6 年度 ３月末日の 各保育園・分園・歳児別 利用児童数 調書 Ⅰ 

保 育 園 名 （定員） ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

白鳥保育園  (120) 3 6 １0 14 ３０ 28 8２ 

八幡分園      (60） 5 6 １0 １2   33 

小計 (180） 

（3 歳未満児率） 

8 12 

（ 34.8 ％ ) 

２0 26 ３０ 28 １24 

白鳥南保育園 (60) 3 5 ６ 16 16 20 66 

下手野分園    (30) 3 6 8    17 

小計 (90) 

（3 歳未満児率） 

6 １1 

( 37.3 ％ ) 

１4 16 16 20 83 

青山保育園  (160) １１ １6 18 25 ４4 37 １51 

市役所北分園 (45) ５ 8 9 １1   33 

小計 (205) 

（3 歳未満児率） 

１６ ２4 

( 36.4 ％ ) 

27 36 ４4 37 184 

計    (475) ３0 47 61 78 90 85 391 

（ 3 歳未満児／ 

以上児 ） 
（ 35.3 ％ ） （ 64.7 ％ ） 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

調書Ⅰは、各保育園・分園の歳児別の利用児童数であるが、白鳥・白鳥南保育園 及び

各々分園の定員数に達していない現状に鑑み、少子化が市全域に拡がっております。今後の

少子化が加速する中で、利用児童の確保のための渉外活動、特色のある保育をしていく必要

があり、活発化する必要があります。 

特養ホーム「 あおやま 」は、世間では、介護士等の人材確保が至難と言われる中で、正

規・非正規 併せて 要員が曲がりなりにも確保できていることは、運のいいことでありま

す。 

 別紙調書Ⅱは、特養に従事した職員の職種別内訳人数です。 各保育所や特養には、最低

基準 及び 配置基準が法令等によって定められ、遵守するのは当然であります。 しかし、

該 調書のように保育所の正規・パート保育士等々の要員配置は、最低基準で認められており

ます。 特養 あおやま については、ある程度派遣人材に依存していることも人材難の現況

では仕方がないことですか、安易に派遣人材に頼るだけでなく、直接雇用とのバランス 及び 

当会との直接雇用移行へ促すことも肝要です。  

労働集約型事業では、雇用に係る効率運営を施設ごとの部分最適ではなく全体最適を心掛

けていく必要があると考えております。 我々国民も年金暮らしに夢見るのではなく、健康

である限り、日々働くことも大切であります。 

6 年度末の財務諸表については、当法人全体で、収入は、１.8％ （ 昨年度 963,953 千



円 → 本年度 981,089 千円 ）の 増収で、支出は 2.6％ 増 ( 昨年度 860,865 千円 → 

本年度 883,089 千円 )になっており、各施設設備の借入金の元利返済合計額が 59 百万円

となっております。 

また、各種積立金合計額は、289 百万円で、前年同期より 9.2％減となっており、手持ち

現預金も 115 百万円で昨年度と同額程度で推移しており、手持ちの現金・預金・積立金の

計は、404 百万円です。 当期資金収支差額は 29 百万円になっております。 費用対効果

で、今年度も ディサービス事業に期待するところであったが、利用者の病気等により、利用

控えもあり、一年を通じて目標に達していないが、施設介護福祉事業は収支差額が安定して

いることに安堵しております。 

また、苦情処理委員会は、一年３回開催し、 介護士等や保育関係職員の施設内外等の研修

会は、各種の感染予防 並びに 介護・保育 専門的サービス、感染症を含むリスク管理等の研

修を行い、職員の習熟をはかっております。 

 

Ⅲ．終わりに 

我が国の行政機構は前例主義にとらわれ、政治は選挙のため、金品に走り、発想の転換が

なかなかできないで国民・市民は大変迷惑しております。 物価の値上がり対策の予算を出

し惜しみすれば、国民からの支持も失われ、もちろん経済も長期に渡り、低迷し、社会保障

の財源がなくなり、今よりももっと格差を生み、国民が迷惑すると考えます。 

 こうした難しい景気低迷と円安との情勢には、｢思考の三原則｣に立ち返えることが肝要だ

と思っております。 

 第一  目先に捉われず長い目で見る 

 第二  一面的に見ないで多面的 全面的に観察する 

第三  枝葉末節にこだわることなく根本的に考察する


